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研究成果の概要（和文）：本研究では地域包括ケアシステムを目指した既構築システムに、高齢透析患者の運動
項目を付加し、腎臓リハビリテーションを地域・在宅で継続的に実施できる支援システムを構築した。このシス
テムはICT（Information and Communication Technology）を用い、在宅―施設をWeb接続して情報共有しなが
ら、透析中や非透析日に運動療法が継続できるシステムとして、高齢者透析患者が安心・安全に運動可能な支援
システムとした。
このため、①エルゴメーターを既構築システムに装備した。②①に連結したプログラムを開発・付加した。③付
加したプログラムの操作性、利便性等を医療従事者間で評価した。

研究成果の概要（英文）：    In this study, we added exercise items for elderly dialysis patients to 
the existing system aiming at a comprehensive community care system, and a development support 
system that enables continuous kidney rehabilitation in the community and at home.
    This system uses ICT (Information and Communication Technology) to connect homes and facilities 
via the Web. The developed system allows patients to continue exercise therapy during dialysis and 
on non-dialysis days while sharing rehabilitation medical information. For this reason, it has 
become a support system that allows elderly dialysis patients to exercise safely and securely.
    The systems added in this research are as follows. (1) The ergometer was installed in the 
existing system. (2) A program linked to (1) was developed and added. (3) The operability and 
convenience of the added program were evaluated among the parties concerned.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　ICTを用いた高齢透析患者の運動療法は、身体面のみならず日常生活の心理社会的な状況を改善する長期にわ
たるリハビリテーションプログラムである。しかし、非透析日は非監視下運動となることから継続が困難となり
脱落してしまう。そこでICTを用いることで双方向に情報伝送が可能となって監視下運動となる。また今後の高
齢化をも見据えている点である。
　本研究は高齢者特有の多岐にわたる疾病にも有用な効果をもたらす。また高齢者は地域で安心して療養生活が
送れることから、精神的に元気に過ごすことができ豊かなコミュニティーができあがることが期待できる。
　以上のことから、本研究の学術的意義、社会的意義は計り知れなく大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

１．研究開始当初の背景 

わが国の 2015 年末新規導入透析患者の平均年齢は 69.20 歳であり、前年と比べ 0.16 歳高齢

化しており、慢性透析患者数に焦点をあてても高齢者が増えている。高齢化する透析患者は通院

困難となり、長期入院や寝たきりになる可能性が高い。そこで腎疾患や透析医療に基づく身体

的・精神的影響を軽減させ、症状を調整し、生命予後を改善し、心理社会的な状況を改善するこ

とを目的として、包括的腎臓リハビリテーション（以下、腎臓リハと略）の必要性や有用性が言

われている。腎臓リハは運動療法、食事療法と水分管理、薬物管理、教育、精神・心理的サポー

トを行う、長期にわたる包括的なプログラムによるリハビリテーションである。中でも運動療法

はその中核を担い、透析患者にとって運動耐容能改善、タンパク質異化抑制、QOL改善などをも

たたすことが明らかにされている。しかし、わが国においては積極的に行われている施設は少な

く、透析患者の運動への支援は定着されていないのが現状である。諸外国では運動療法は透析中

の実施と非透析日に実施することで効果がみられる。特に透析日よりも非透析日の運動療法が

最高酸素摂取量（PeakVO2）の向上を図るうえでは、より効果的であると報告されている。しか

し、非透析日は脱落率が高いという報告もある。そのため非透析日における在宅療養中にも多職

種連携をおこない地域における包括的なケアが重要であり、住み慣れた地域で安心して療養生

活できるシステムが求められる。 

 

２．研究の目的 

高齢透析患者が透析日はもちろんのこと、非透析日においても安心して、安全に継続的に運動

療法が実施できることが必要である。本研究では Information and Communication Technology 

(以下、ICT と略)を利活用して、在宅と施設とを接続し、両者で運動リハビリテーション情報を

共有しながら、高齢透析患者が透析中はもちろん、非透析日にも運動療法が継続できるシステム

を構築し、患者が安心して安全に運動ができる支援システムの構築を目的とする。 

 

３．研究の方法 

本研究者らは在宅腹膜透析患者と医療機関側とを想定したシステムをデジタル回線で接続し、

映像と音声データ、生体情報（体温、血圧、脈拍、呼吸）などをリアルタイムで送受信を行い、

透析患者と医療機関側とによる遠隔看護の伝送実験をおこなっている。在宅患者側では今相談し

ている施設側担当者（主治医や看護師等）の顔が、施設側では対象者の顔が見られ、直接対話が

できるようにカメラ・ボイスシステムも装備している。 

この本研究者の既構築透析支援システムに、運動療法のプロトタイプシステム機能を開発・付

加し、これを用いてシステム評価を患者や医療従事者間でおこなう。既構築システムと付加シス

テム機能との関係を図 1に示す。 

①運動リハビリテーション用として、仰臥位用負荷可変式エルゴメーター（昭和電機社製）を

既構築システムに採用する。 

②既構築システムに在宅と施設間で情報共有・連携を図れる高齢透析患者の運動メニュー項

目を設け、メニューに連結したプログラムを開発し、追加する。 

③開発したシステムは操作性、利便性、効率性等を患者や医療従事者間で評価する。 

 

４．研究成果 

3年間の研究成果を以下に示す。 



 

 

 

図 1 既構築システムと本研究で付加するシステムの関係 

 

４．研究成果 

3年間の研究成果を以下に示す。 

1．採用した仰臥位用負荷可変式エルゴメーターの改良 

エルゴメーターを本システムに採用するためには、エルゴメーターの仕様を変更しないこ

とを条件に、仰臥位でも使用できるように、筐体を固定できるようにした（図 2参照）。 

2．既構築システムに在宅と施設間で情報共有・連携を図れる高齢透析患者の運動メニュー項目

を設け、メニューに連結したプログラムを開発し、追加した（図 3、図 4参照）。 

3．開発したシステムは操作性、利便性、効率性等を患者や医療従事者間で評価した結果、患者

からは非透析日におこなった運動も記録できるので、励みになる。医療従事者からは患者がい

つどの程度の運動をおこなったかを一見できるので、次回の透析日にコメントできる。さら

に、両者からは、安心して運動できる、安全に運動させられる、などのコメントが寄せられた。 
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